
	1.5.1     表 ： 安全重要部品リスト

	部品番号
／オブジェクト
	製造者/

トレ－ドマ－ク
	タイプ／モデル
	定格／技術データ
	適合規格
	適合

マーク 

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


	1.5.1     表 ： 安全重要部品リスト（続き）
	

	部品番号
／オブジェクト
	製造者/トレ－ドマ－ク
	タイプ／モデル
	定格／技術データ
	適合規格
	適合
マーク 

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


	1.6.2　　表 ： 電気的測定値　（通常状態）
	

	定格電流

（Ａ）
	電圧

（Ｖ）
	電力

（Ｗ）
	入力電流

（Ａ）
	ヒュ－ズの

定格電流（Ａ）
	　動作条件

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


	2.10.3と2.10.4
	表 ： 空間距離と沿面距離の測定
	

	空間距離と沿面距離：場所
	動作電圧 (v)
	空間距離 (㎜)
	沿面距離 (㎜)
	コメント

	
	Vpeak
	Vr.m.s.
	要求値
	測定値
	要求値
	測定値
	 

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


	2.10.5
	表 ：  絶縁物を通しての距離の測定
	

	絶縁物を通しての距離：場所
	動作電圧　(v)
	絶縁物を通しての距離(㎜)
	コメント

	
	Vtest
	Vr.m.s.
	要求値
	測定値
	 

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


	2.10.
	表 ： 空間距離、沿面距離及び絶縁物を通しての距離　（続き）
	

	動作電圧測定値をプロットする。 

	


	2.10.
	表 ： 空間距離、沿面距離及び絶縁物を通しての距離　（続き）
	

	プリント版トレースレイアウト図のコピーを添付する。 

	


	4.5
	　表 ： 温度上昇測定
	

	
	試験電圧（Ｖ）
	Ａ：

Ｂ：
	　　－

	
	ｔ１（゜Ｃ）
	
	　　－

	
	ｔ２（゜Ｃ）
	
	　　－

	測定個所
	Ａ：ｄＴ（Ｋ）
	Ｂ：ｄＴ（Ｋ）
	許容ｄＴ（Ｋ）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


	巻線の温度上昇ｄＴ：
	Ｒ1（Ω）
	Ｒ2（Ω）
	ｄＴ（Ｋ）
	許容ｄＴ（Ｋ）
	絶縁クラス

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


	4.5.2
	　表 ： 熱可塑性樹脂部品のボ－ルプレッシャ試験
	

	
	許容できる変形径（ｍｍ）
	　≦２ｍｍ
	　　－

	部品
	試験温度（゜Ｃ）
	変形径（ｍｍ）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


	5.2 　
	　表 ： 耐電圧試験とインパルス試験
	

	電圧印加個所
	試験電圧
	結果

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	コメント
	4.5.1項の温度上昇試験の直後に耐電圧試験を行った。
	

	
	試験中に絶縁破壊は生じなかった。
	

	
	
	

	
	
	


	5.3
	表 ： 異常試験データ
	

	周囲温度
	
	－

	電源装置のモデル名/番号
	
	－

	電源装置の製造者
	
	－

	電源装置の定格
	
	－

	
	入力電圧
	
	－

	
	入力電流
	
	－

	
	周波数
	
	－

	
	出力定格
	
	－

	
	
	
	－

	
	
	
	－

	
	
	
	－

	
	
	
	－

	
	
	
	－

	No.
	部品番号
	故障状態*
	試験電圧
	試験時間
	温度(℃)
	耐圧試験
	詳細な結果の記述

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


	付属書Ａ
	A1とA2の燃焼性試験
	
	破
	

	A1：総質量が18㎏を超える可動型機器及び据置型機器の防火エンクロージャの燃焼性試験
A2：総質量が18㎏以下の可動型機器の防火エンクロージャ及び防火エンクロージャ内部に使用している材料及び部品の燃焼性試験

	機器の重量

 
	 Kg.この材料は、A　　に従った試験を行った。
	

	必要条件
	 °C 
	７日間（１６８時間）

	試験期間の試験品の取り付け 
	

	材料の厚さ
	

	試験品
	燃焼時間
	記事

	1

 
	
	

	2

 
	
	

	3

 
	
	

	材料は必要条件に合致する 。
	

	
	

	試験材料についての情報。
	

	製造業者
	
	

	
	
	

	

型名
	
	

	

 
	
	

	追加情報：
	



	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


	A.6.5
	表 : V-0、V-1、又はV-2区分のための燃焼性試験
	破
	

	サンプル番号/ 前処理
	有炎燃焼時間 t1 
	有炎燃焼時間 t2 
	赤熱燃焼時間t3
	有炎燃焼時間 t1 + t2
	２回目の試験炎を取り去ったあとの発炎と赤熱の時間を足した時間 t2+t3。

	1 / A
	
	
	
	
	

	2 / A
	
	
	
	
	

	3 / A
	
	
	
	
	

	4 / A
	
	
	
	
	

	5 / A
	
	
	
	
	

	6 / B
	
	
	
	
	

	7 / B
	
	
	
	
	

	8 / B
	
	
	
	
	

	9 / B
	
	
	
	
	

	10 / B
	
	
	
	
	

	発炎燃焼又は赤熱燃焼が支持クランプまで達したサンプルの有無。
	

	燃えている粒子または滴下物による脱脂綿の発火の有無。
	

	前処理 A : 70℃±1℃で7日間(168時間)の後、塩化カルシウムを用いた乾燥器で4時間以上。

	前処理 B : 温度23℃±2℃、相対湿度45%～55%の雰囲気で48時間。


	A.6.6
	表 : V-0、V-1、又はV-2区分のための燃焼性試験(許された再試験)
	破
	

	サンプル番号/ 前処理
	有炎燃焼時間 t1 
	有炎燃焼時間 t2 
	赤熱燃焼時間t3
	有炎燃焼時間 t1 + t2
	２回目の試験炎を取り去ったあとの発炎と赤熱の時間を足した時間 t2+t3。

	11 
	
	
	
	
	

	12
	
	
	
	
	

	13
	
	
	
	
	

	14
	
	
	
	
	

	15
	
	
	
	
	

	発炎燃焼又は赤熱燃焼が支持クランプまで達したサンプルの有無。
	

	燃えている粒子または滴下物による脱脂綿の発火の有無。
	

	前処理 A : 70℃±1℃で7日間(168時間)の後、塩化カルシウムを用いた乾燥器で4時間以上。

	前処理 B : 温度23℃±2℃、相対湿度45%～55%の雰囲気で48時間。


	A.7.4

A.7.5

A.7.6

A.7.7
	表 : 発泡材に対するHF-1、HF-2又はHBF区分のための燃焼性試験
	破
	

	サンプル番号/ 前処理
	有炎燃焼時間　(秒)
	赤熱燃焼時間　(秒)
	端からの有炎燃焼距離及び赤熱燃焼距(mm)
	注釈 (A.7.7 燃焼速度 mm/分)

	1 / A
	
	
	
	

	2 / A
	
	
	
	

	3 / A
	
	
	
	

	4 / A
	
	
	
	

	5 / A
	
	
	
	

	6 / B
	
	
	
	

	7 / B
	
	
	
	

	8 / B
	
	
	
	

	9 / B
	
	
	
	

	10 / B
	
	
	
	

	サンプルから落下した小片または滴下物による脱脂綿の発火の有無。
	

	前処理 A : 70℃±1℃で7日間(168時間)の後、塩化カルシウムを用いた乾燥器で4時間以上。

	前処理 B : 温度23℃±2℃、相対湿度45%～55%の雰囲気で48時間。


	A.7.8
	表 : 発泡材に対するHF-1又はHF-2区分のための燃焼性試験 (許された再試験)
	破
	

	サンプル番号
	有炎燃焼時間　(秒)
	赤熱燃焼時間　(秒)
	端からの有炎燃焼距離及び赤熱燃焼距離(mm)
	注釈

	11 
	
	
	
	

	12 
	
	
	
	

	13 
	
	
	
	

	14 
	
	
	
	

	15 
	
	
	
	

	サンプルから落下した小片または滴下物による脱脂綿の発火の有無。
	


	A.7.9
	表 : 発泡材に対するHBF区分のための燃焼性試験 (許された再試験)
	破
	

	サンプル番号
	注釈 (A.7.7 燃焼速度 mm/分)
	端からの有炎燃焼距離(mm)

	11 
	
	

	12 
	
	

	13 
	
	

	14 
	
	

	15 
	
	


	A.8.5
	表 : HB区分のための燃焼性試験
	破
	

	サンプル番号
	有炎燃焼又は赤熱燃焼の速度(mm/分)
	端からの有炎燃焼又は赤熱燃焼距離(mm)

	1
	
	

	2
	
	

	3
	
	


	A.8.6
	表 : HB区分のための燃焼性試験 (許された再試験)
	破
	

	サンプル番号
	有炎燃焼又は赤熱燃焼の速度(mm/分)
	端からの有炎燃焼又は赤熱燃焼距離(mm)

	4
	
	

	5
	
	

	6
	
	


	A.9.6
	表 : 材料を5Vに分類するための燃焼性試験
	破
	

	サンプル番号/ 前処理
	棒状の試験品
	板状の試験品

	
	有炎燃焼時間及び赤熱燃焼時間の合計（秒）
	燃焼距離(mm)
	位置
	有炎燃焼時間及び赤熱燃焼時間の合計（秒）
	燃焼距離(mm)

	1 / A
	
	
	A
	
	

	2 / A
	
	
	B
	
	

	3 / A
	
	
	C
	
	

	4 / A
	
	
	D
	
	

	5 / A
	
	
	-
	-
	-

	6 / B
	
	
	A
	
	

	7 / B
	
	
	B
	
	

	8 / B
	
	
	C
	
	

	9 / B
	
	
	D
	
	

	10 / B
	
	
	-
	-
	-

	試験中における試験品からの滴下物の有無。
	

	燃焼直後並びに室温に戻ったときの変形及び物理的強度の変化
	

	前処理 A : 70℃±1℃で7日間(168時間)の後、塩化カルシウムを用いた乾燥器で4時間以上。

	前処理 B : 温度23℃±2℃、相対湿度45%～55%の雰囲気で48時間。


	A.9.7
	表 : 材料を5Vに分類するための燃焼性試験 (許容された再試験)
	破
	

	サンプル番号
	棒状の試験品
	板状の試験品

	
	有炎燃焼時間及び赤熱燃焼時間の合計（秒）
	燃焼距離(mm)
	位置
	有炎燃焼時間及び赤熱燃焼時間の合計（秒）
	燃焼距離(mm)

	11
	
	
	A
	
	

	12
	
	
	B
	
	

	13
	
	
	C
	
	

	14
	
	
	D
	
	

	15
	
	
	-
	-
	-

	試験中における試験品からの滴下物の有無。
	

	燃焼直後並びに室温に戻ったときの変形及び物理的強度の変化
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